UNISEC２０１１ 自己評価プログラム（支援申請）評価シート
提出日：2012年　　月　　日　　

　　　　　　　　　　（締め切りは2月1日正午です）

A)　団体名（研究室名まで入れてください）

	団体名
	

	報告責任者（学生）
	
	EMAIL 
	
	電話
	

	責任教員
	
	EMAIL
	
	電話
	


B)　支援金使用割合兼自己評価シート　

	プログラム・イベント
	支援金使用割合(a) (%)
	達成度自己評価(b) (%)
	(a)×(b) /100 (%)
	経費全体額(万円)

	能代宇宙イベント
	
	
	
	

	ARLISS
	
	
	
	

	UNISECワークショップ
	
	
	
	

	独自ロケットプロジェクト
	
	
	
	

	独自衛星プロジェクト
	
	
	
	

	その他プロジェクト
	
	
	
	

	合計
	100
	
	
	


(青字部分は不要ですので、提出する際、削除してください)

注1） 支援金使用割合は、原則として、申請書の通りとします。途中で事情があって変更した場合には、事情と理由を明記して、何をどのように変更したのか、明記してください。

注2） 自己評価は、真摯な態度で、研究の成果を謙虚に評価してください。Annual Reportを見れば評価が正当かどうかわかるので、正直に自己評価する癖をつけましょう。
注3） 締め切りに遅れた場合は、理由の如何に関わらず、支援額は減額となります。

注4） 経費全体額は、本プログラムによる支援の割合を見るものですので、かかった分をすべて計上してください。

注5） 終了後、申請額以上の領収書をご提出頂けない場合は、領収書の合計額が上限となります。

C)　自己評価の根拠

＜支援申請書の書き方＞
１）各プロジェクトの各項目について、その達成度を自ら重み付けを行って算出し、その評価（良し悪しに関わらずその根拠と今後の方針・対策など）を書いてください。（例をご参照ください）
２）計画していたプロジェクトに参加しなかった場合は理由を示して、ほかのプロジェクトへの予算振り替えを行ってください。理由が妥当であれば、認められます。

（ただし、ARLISSに参加をしなかった場合は、最高を50％として、ARLISSに参加するために製作したこと、実験したこと、不参加を決めた理由、次年度への反省などを報告書に書いてください。）

３）プロジェクトをまったく遂行しなかった場合には、ゼロといたします。妥当な理由がある場合には、２）のとおり、理由を明記の上、振り替えを行ってください。（ARLISS不参加については、２）を参照ください）

４）UNISECワークショップ参加の自己評価は、参加によってどのようなプロジェクトを実際に起こすことにつながったか、どのような技術のアイデアにつながったか等を正しく評価ください。ただ参加しただけでは低い点となります。目標を持って参加することを心がけましょう。

５）今年度のプロジェクトにかかった経費の全体金額（自腹を切った部分もすべていれて）はだいたいいくらくらいか、書いてください。これは、UNISEC活動でどれくらい経費がかかったのかを調査するためのものですので、かかった分は自費・校費など含めて、すべていれてください。

＜（B）の書き方例＞

	プログラム・イベント
	支援金使用割合(a) (%)
	達成度自己評価(b) (%)
	(a)×(b) /100
	経費全体額(万円)

	能代宇宙イベント
	30
	80
	24
	100

	ARLISS
	30
	61
	18
	150

	UNISECワークショップ
	20
	84
	17
	20

	独自ロケットプロジェクト
	
	
	
	

	独自衛星プロジェクト
	20
	90
	18
	200

	その他プロジェクト
	
	
	
	50

	合計
	100%
	
	77％
	525


＜（C）の書き方例＞

ARLISS　　　　　　 　　　　　　　　　　重み付け　  達成度　　　　　Total = 61% 

ミニマムサクセス　　　　　　　　　　　（30%）　　　100% 　　　　　　

フルサクセス　　　　　　　　　　　 　 （20%）       50% 

アドバンスサクセス　 　　　　　　　　 （20%）        0%

今後の方針・対策がたてられているか？　（30%）       70%

UNISECワークショップ　　　　　　　　　　　　　　       重み付け　  達成度　　Total = 84%

　 発表PPTはきちんとわかりやすく作れたか？　　          （40%） 　　80%　　　　　　

　 WS後、他の団体の人とメール交換をしたか？　　          （20%）　　100%

新プロジェクトのヒントを得て、終了後、行動を起こしたか？（40%）   80%
６）責任教員所見をご記入下さい。
７）各審査段階で不合格になった場合、書き直しになりますので、団体全員でよく議論して提出下さい。書き直しの際には、指摘事項に応えて、どの部分をどう修正したかについて、本文の該当箇所（章、節、頁数など）を引用しながら、その理由をまとめ、別紙にて提出してください。責任教員所見についても、書き直し部分に関する所見を必ず追加下さい。
＜締め切り＞

· 提出締め切り：2月1日正午（遅れた場合には、支援額が減額となります）
· 提出先：　office@unisec.jp 　 
· 提出方法：　PDFにせずに、ワードファイルのまま、タイトルを「自己評価プログラム報告：○○大学」として、上記アドレスまで添付ファイルにてご提出ください。
スケジュール（予定）

2月 1日（水）　自己評価プログラム報告書およびUNISEC報告書締め切り

2月 9日（木）　第一次審査結果通知（不合格団体は書き直し）

2月16日（木）　書き直し締め切り

2月23日（木）　第二次審査結果通知（不合格団体は書き直し）

3月 1日（木）　書き直し締め切り

3月 8日（木）　第三次審査結果通知（不合格団体は書き直し）

3月13日（火）　審査終了予定
